
北海道行政書士協同組合理事長挨拶 

理事長 深貝 亨 

 

このたび、創立時理事長を拝命いたしました深貝でございます。昭和 60年の入

会以来、行政書士専業者として培ってきた経験を活かし、行政機関との連携及び

業務の獲得に努めるとともに、これまでの役員経験を通じて得た組織運営の知見

をもって、組合員の皆様のお役に立てるよう尽力してまいります。 

私の方針は大きく二点ございます。 

第一は、行政機関のバックオフィスとしての機能を果たすことです。 

近年、行政事務はますます複雑化しており、国や自治体では深刻な人材不足が

課題となっています。そのような状況の中で、事業協同組合という受け皿が果た

すべき役割は極めて大きいものがあります。これまでの各種相談員業務にとどま

ることなく、私ども行政書士の知見を活用し、人手不足の解消に貢献できる業務

を積極的に取り込んでまいります。 

第二は、時代の要請に応える先進的な行政サービスに積極的に取り組むことで

す。 

近年注目されている AI・IT技術の導入に伴う行政のデジタル化をはじめ、補助

金・助成金関連業務、民泊・旅館業への対応、ドローンの普及に伴う管理と規制、

所有者不明土地対策、空き家対策など、多様な分野において行政書士への期待は

高まっています。これらの分野に精通した会員の専門知識や、国・自治体との橋

渡しの実務を通じて培った経験を活かし、新たな活躍の場を創出してまいります。 

最後になりますが、これまで様々な組織運営を通じて培ってきたチームワーク

を礎に、活力ある組織づくりを目指してまいります。高い志を行動目標として掲

げ、その志を共有する会員の皆様の積極的な参加を期待しております。 

「高い志」が組合の伝統として受け継がれるよう、力強く第一歩を踏み出して

まいります。 

皆様におかれましては、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますとともに、格別の

ご支援、ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

 


